
 次に、福祉避難所について質問し

ます。 

 去る３月23日、今治市で起きた山

火事は、西条市の福祉施設の近くま

で迫り、翌日、入所者は西条市の福

祉センターに避難しました。 

 避難された施設の一つである東予

学園さんにお話を伺いましたとこ

ろ、24日の午後、避難を判断し、夕

方には避難が完了。入所者には重度

の知的障害を持つ方もおられたそう

ですが、混乱なく避難を終えること

ができたそうです。近隣の３施設で

同じところに避難しましたが、職員

が先に下見をして、施設ごとの住み

分けも決め、受入れ側の準備もスム

ーズで、緊急の避難であるにもかか

わらず対応できたとのことでした。 

 スムーズな避難ができた要因は、

平時からの訓練であったとも言われ

ました。毎月の避難訓練に加え、西

条市では年に１回、小学校区単位で

実行委員会を組み、総合防災訓練を

行い、福祉施設も参加。配慮の必要

な避難者の移送訓練のため、介護タ

クシーも参加しているそうです。高

齢者、障害者、乳幼児、そのほか特

に配慮を要する要配慮者が円滑に利

用でき、相談でき、支援を受けられ

る福祉避難所は、本市では80施設が

指定されています。 

 そこで５点お伺いします。 

 本市で福祉避難所の対象となる方

の概数は、どのくらいでしょうか。

内閣府の福祉避難所の確保・運営ガ

イドラインには、平時から対象者の

現況等を把握することが望ましいと

ありますが、本市の状況はいかがで

しょうか。 

 ２点目、福祉避難所の指定状況を

見ると収容可能な人数が記載されて

います。これは対象となる方の概数

と比較してどうですか。 

 また、この収容可能な人数の計算

方法についても教えてください。国

際基準で算出したときの収容可能人

数も教えてください。 

 ３点目、ガイドラインでは、物

資、器材や専門的な技術を有する人

材の確保、要配慮者の移送手段の確

保についても、関係団体・事業者と

の間で協議をしていく必要があると

されていますが、本市の状況はいか

がでしょうか。 

 ４点目、マニュアルを作る。訓練

していた教訓をマニュアルに反映さ

せる。この繰り返しが災害時に生き

てきます。福祉避難所の開設訓練は

行われていますか。 

 ５点目、福祉避難所は平時には入

所者や利用者がおり、災害が起きて

すぐ避難所として開設できません

し、受入れ人数にも限りがあり、直

接避難することができません。取り

あえず一般の避難所へと言われても

行けない方たちがいます。その取り

あえずの避難場所に市の総合福祉セ

ンターを活用することはできないで

しょうか。 

 以上５点、御答弁よろしくお願い

いたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。久枝福祉部長。 

○福祉部長（久枝庄三）（登壇） 

福祉避難所についてお答えいたしま

す。 

 まず、本市の福祉避難所の対象と

なる方の概数についてでございま

す。 

 災害発生時に福祉避難所の対象と

なる方は、常時介護の必要な高齢者

や障害者、その他特に配慮を要する

方などが想定されますが、認知症が

あるかどうか、障害の種類や程度、



自宅での避難が可能かどうかなど、

福祉避難所の対象となるかどうか

は、様々な要因を適切に判断すべき

ものでありますことから、福祉避難

所の対象となる避難者の特定は困難

で、人数の把握は現在のところでき

ておりません。 

 次に、物資、器材の確保につきま

しては、一般的な日用品等は、事業

者との協定によって供給されること

になっておりますが、医療や介護な

どの特定の方に必要な物量の確保は

不十分であり、また、専門的な技術

を有する人材の確保も十分とは言え

ない状況であるため、今後、関係団

体や事業所と協議を進めてまいりま

す。 

 要配慮者の移送手段につきまして

は、令和３年12月に、介護タクシー

等を運行する市内の事業者と、災害

時における要配慮者の緊急輸送等に

関する協定書を締結し、移送手段を

確保いたしております。 

 次に、福祉避難所開設訓練につき

ましては、市が所管する福祉施設に

おきまして、福祉避難所運営マニュ

アルを作成し、障害のある方をはじ

めとする施設利用者や支援者、ボラ

ンティアの方等が参加し、開設訓練

を実施いたしております。 

 次に、取りあえずの避難場所とし

て、総合福祉センターを活用するこ

とにつきましては、福祉避難所とし

て支援が必要な方のケアが行える職

員や物資、個室スペースの確保な

ど、調整が必要なことがございます

ことから、公民館などの一般の避難

所と同じタイミングで開設すること

は難しいものと考えておりますが、

必要に応じ、速やかに開設できるよ

う指定管理者と協議してまいりま

す。 

 今後におきましては、市内の福祉

施設等の協議の場などにおいて、合

同での開設訓練や、開設に際して想

定される課題等を整理してまいりた

いと考えております。 

○議長（田窪秀道） 小澤市民環境

部危機管理監。 

○市民環境部危機管理監（小澤昇）

 福祉避難所対象者の収容可能な人

数についてお答えいたします。 

 対象者の概数との比較につきまし

ては、先ほど福祉部長から御答弁さ

せていただきましたとおり、本市の

福祉避難所の対象となる人数につい

て把握できておりませんことから、

比較することができません。 

 収容可能な人数の計算方法につき

ましては、本市では福祉避難所の収

容可能な人数を算定する際に、１人

当たりの使用面積を4.0平方メート

ルと設定し、収容可能な部屋の面積

をこの数値で割る方法を用いており

ます。 

 国際基準で算出した場合の収容可

能な人数につきましては、１人当た

りの居住空間は最低3.5平方メート

ルとなりますので、収容可能な部屋

の面積をこの数値で割った場合、収

容可能な人数は2,619人となりま

す。 

○議長（田窪秀道） 再質問ありま

せんか。片平恵美議員。 

○７番（片平恵美）（登壇） 市の

福祉避難所で訓練を行っているとい

うふうにお伺いしました。訓練に

は、施設以外の民間の事業者などの

参加もあるんでしょうか。（ブザー

鳴る） 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。久枝福祉部長。 

○福祉部長（久枝庄三）（登壇） 

片平議員さんの再質問にお答えいた



します。 

 市の所管する施設での訓練に、ほ

かの事業所の方が参加しているかと

いうような御質問かと思います。 

 現時点では、所管する福祉施設の

訓練に、ほかの事業所の職員の方は

参加しておりません。総合福祉セン

ターや障がい者福祉センターの訓練

に、ほかの施設の方も参加していた

だく、もしくは見学していただくと

いうようなことは、日頃の備えとし

て大変有効な手段、それから各施設

の今後の訓練等に対してもよい影響

を与えると思いますので、今後は市

内の福祉施設で組織しております福

祉施設協議会と協議して、そうした

ことができるように努めたいと考え

ております。 

 


